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Ｔ２Ｋ実験

標準理論とニュートリノ質量
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ミューニュートリノSuper
Kamiokande

電子ニュートリノ

T２K実験

素粒子の標準模型ではニュートリノの質量をゼロと仮定している。
― しかし、ニュートリノに質量！ ニュートリノ振動

νeντ

νμ

T2K

ミューニュートリノ

電子ニュートリノタウニュートリノ

K2K
変身 νμνe

KEKの約百倍の
ニュートリノビーム

ミューニュートリノ (νμ) の減少を測定

（つくばのＫＥＫで５年間かけた測定が
Ｊ−ＰＡＲＣでは数週間で可能）

電子ニュートリノ (νe) を

神岡で測定
（これはさらに小さい確率）

こちらは非常に小さい確率なので百倍
の強度が必要

K2K実験

から

T2K実験へ

νμντ
変身

(νe) (νμ)

全く新しいタイプの
振動実験

Ｋ２Ｋ実験
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大強度K中間子ビームによる実験
(Kaon ファクトリー)

ハドロン実験施設
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J-PARCでの研究課題

●宇宙創生の起源

ビッグバン直後に、素粒子や原子核はどのようにして創られたのか？

●物の重さの謎を探る

クォーク３個（クォークの集合体）からできた陽子は、単体のクォーク３個に比べてなぜ100倍も重くな
るのか？

物質の起源の解明

素粒子の重さのできる仕組みは？→ LHC計画
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平成20年度後半から物質･生命科学実験施設及び
原子核・素粒子実験施設の供用開始を予定

J-PARC計画のスケジュール

ビーム試験開始 施設稼動

装置製作・据付

リニアック ビーム試験
ビーム供給

装置製作・据付

3GeVシンクロトロン ビーム試験

ビーム供給

装置製作・据付

50GeVｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ ビーム試験

ビーム供給

装置製作・据付

物質・生命科学 　 ビーム試験・施設稼動

実験施設

装置製作・据付

原子核・素粒子 　 ビーム試験・施設稼動

　（ﾊﾄﾞﾛﾝ実験施設）

装置製作・据付

ﾆｭｰﾄﾘﾉ実験施設
　

J－PARC計画スケジュール

　　実験施設

ビーム試験・施設稼動

H20.1.21

２０年度 ２１年度以降１８年度 １９年度

現在
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現在のJ-PARC

７

ハドロン実験施設

50 GeVシンクロトロン

リニアック棟

（現在、８割程度が完成）

ここまでビーム加速中

3 GeVシンクロトロン棟
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J-PARCの予算

◆平成２０年度予算案

本体建設を完了させ、ビーム試験を実施するとともに、20年度後半から

各実験施設におけるビーム供用を開始するために必要な経費などを計上。

総額１８９億円（前年度３１１億円）

うち 原子力機構分 ７３億円（１７９億円）
・運営費交付金 ４５億円（ ２５億円）

→運転維持費４２億円
＝物質・生命科学実験施設が２サイクル44日利用

・施設整備費補助金 ２８億円（１５４億円）

高エネ機構分 １１６億円（１３２億円）
・運営費交付金 ５２億円（ ４３億円）

→運転維持費２５億円
＝原子核・素粒子実験施設が２サイクル38日利用

・施設整備費補助金 ６４億円（ ８９億円）
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J-PARCの運営体制

・
・
・

研究開発部門

量子ビーム応用研究部門

研究開発拠点

原
子
力
科
学
研
究
所

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所

○○部門

高エネルギー加速器研究機構
（KEK）

日本原子力研究開発機構
（JAEA）

陽子加速器施設開発ユニット

東海研究開発センター

管
理
部

中性子関連ユニット

Ｊ-ＰＡＲＣセンター

東
海
キ
ャ
ン
パ
ス

大
強
度
陽
子
加
速
器
計
画
推
進
部

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

・・・

・・・セ
ク
シ
ョ
ン

セ
ク
シ
ョ
ン

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

素
粒
子
原
子
核
研
究
所

物
質
構
造
科
学
研
究
所

加
速
器
研
究
施
設

共
通
基
盤
研
究
施
設

JAEAでは、 J-PARC センターは
１１研究開発拠点の一つ

ﾒﾝﾊﾞｰは両機関の代表
とJ-PARCｾﾝﾀｰ長で構

成

KEK機構長

事業計画(案)、資金計
画(案)、等を提出合意

合意事項の尊重 合意事項の尊重

J-PARC運営会議

国際諮問委員会

利
用
者
協
議
会

運営基本
協定に基く
共同運営

組織

KEKでは、２研究所、２施設に
加えて J-PARC センターを設置

JAEA理事
長
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330m

140m

物質・生命科学実験施設
（平成20年度後半から供用開始予定）

第２実験ホール

3GeVシンクロトロントンネル
（平成19年10月からビーム試験開始）

リニアック棟加速器トンネル
（平成18年11月からビーム試験開始）

原子核素粒子(ハドロン)実験施設
（平成20年度後半から供用開始予定）

Ｊ－ＰＡＲＣ建設の進捗状況

50GeVシンクロトロントンネル
（平成20年5月からビーム試験開始予定）

ニュートリノ実験施設
（平成21年度から供用開始予定）

70m

直径
500

m

通電試験中

機器整備中

建家建設中




